
第8回日本臨床腫瘍学会学術集会 

共催：第8回日本臨床腫瘍学会学術集会 

2010年3月18日（木）11: 40～12 :30日時： 

東京ビッグサイト 102会議室（会議棟1階）第5会場 
東京都江東区有明3-11-1 Tel. 03-5530-1111（代表） 
ゆりかもめ「国際展示場正門」駅下車徒歩約3分，りんかい線「国際展示場」駅下車 徒歩約7分 

会場： 

ソラフェニブの登場後、肝細胞癌の 
治療はどのように変わったか？ 

How did the treatment of hepatocellular carcinoma
change after the induction of sorafenib?

本セミナーは整理券制です。整理券はセミナー当日に以下の通り 
発行されますので、予め入手願います。 

・配布時間：2010年3月18日（木）8：15～11：00（予定） 
・配布場所：会議棟1階　参加受付付近 

・会期：2010年3月18日（木）～20日（土）　・会場：東京ビッグサイト 
・会長：畠 清彦（〔財〕癌研究会有明病院 化学療法科 部長） 
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奥坂 拓志 先生 
Takuji Okusaka, M.D. Ph.D.

国立がんセンター中央病院 肝胆膵内科 医長 
Chief, Division of Hepatobiliary and Pancreatic 
Oncology, National Cancer Center Hospital

座長 

池田 公史 先生 
Masafumi Ikeda, M.D.

国立がんセンター東病院 肝胆膵内科 医長 
Chief, Division of Hepatobiliary and Pancreatic 
Oncology, National Cancer Center Hospital East

演者 


